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     追貝防空監視哨跡 

 昭和１２年（１９３７）７月の盧 

溝橋事件をきっかけに日本は、中国 

との全面戦争に突入し、敵機来襲に 

備えた監視活動がはじまりました。 

昭和１２年（１９３７）、旧登記所（追貝）倉庫の屋上に

見張り台が設置され、敵機の監視がはじめられました。 

昭和１６年（１９４１）に防空監視令が公布され、群馬

県では前橋、高崎、渋川に防空監視隊本部が組織され、沼田

警察署が渋川防空監視隊本部の管轄下となり、利根沼田に８

カ所の防空監視哨がつくられ、追貝監視哨は五番追貝監視哨

として、昭和１８年（１９４３）に追貝原に建てられました。 

現在では監視哨跡地は土地改良がおこなわれ、道も変わっ

てしまい、監視哨があった正確な場所は不明です。 

      砂川の怪奇話し（てこじろー） 

 むかし砂川大滝の滝壺で、村の男が川留をして魚を捕まえ

ようとしたら滝壺から、「てこじろーやぁー」と呼ぶ声がし      

ましたが、男は魚を捕まえ家に帰りました。 

        男は魚を焼いて食べようとしましたが、不

思議なことに魚は焼けなかったので、腹を割

いてみると、腹には男が昼間に食べた粟飯が

入っていて、その後も滝壺では「てこじろー

やぁー」という声が聞こえたそうです。 
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 災害時の避難所での感染症予防対策とプライバシー確保するために建設

業協会が開発した、ＫＡＭＩＫＡＢＥ（かみかべ）の贈呈式と設置訓練が

７月２９日、テラス沼田でおこなわれました。 

                ＫＡＭＩＫＡＢＥは段ボール製で、一

辺が２．１㍍、高さが１．５㍍の四角形

で、段ボールを継ぎ足せばさらに拡張す

ることができ、避難者の状況に対応する

こともでき、３密対策にもなります。 

                建設業協会から３０基のＫＡＭＩＫＡ

ＢＥが、市に贈呈されました。 

 新型コロナウイルス感染症によって、主たる生計維持

者が死亡、重篤となった世帯と事業収入などの減少が見

込まれる世帯の国民健康保険税が減免されます。 

 事業収入が前年の３０％以上減少した場合 

などが減免の対象となり、申請が必要です。 

（問い合わせ、申請先 市役所 国保年金課） 

 群馬県内の各市をまわる日本共産党北関東キャラバン

として７月２６日、梅村さえこ衆議院北関東比例予定候

補とたなはしせつ子衆議院群馬一区予定候補の街頭演説

が裁判所前でおこなわれました。 

梅村さんは、新型コロナウ

イルス対策の充実を求め、政

治を私物化するアベ政治を

終わらせようと訴え、たなは

しさんは、野党共闘と日本共

産党の躍進を訴えました。 

 法人・個人事業主とも従業員が５人未満で、新型コロナウイルス対策に

取り組む小規模事業者等の費用の４分の３（上限１００万円）を補助する

小規模事業者持続化補助金（コロナ特別対応型）の受付がおこなわれてい

ます。（受け付けの締め切りは１０月２日です） 

 サプライチェーンの毀損への対応、非対面型ビジネスモデルへの転換、

テレワーク環境の整備、感染拡大防止の取り組みなどが対象となり事業計

画を作成することが必要で、事業計画作成等の相談は沼田商工会議所（旧

沼田市内）と東部商工会（白沢町、利根町）で応じています。 

お問い合わせ等は、下記のところへご連絡ください。 

日本共産党利根沼田地区委員会 電話 ２３－１５１

９ 


